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はじめに

コロンピア ・ ポゴタの市街地は南北に長い．

その中ほどに旧市街（都心）がある. 1B市街は

ポゴタ市の発祥の地であり．官公庁など多くの

行政機関が集中する地城でもある． またこの地

域には多くの歴史的建造物が残されている．こ

れらの古い建築群（写真 1) にはパテイオ（中

写真 1 . ポゴタの旧市街にある古い建築群．

写:it2. パテイオと唄水を中心に四分割された庭園

2015年 1 月 27日受付

庭）を持つ建築物が多く ． 咬水を中心とした四

分割の庭園がよく見られる（写真 2) . しかし

都心から北の新興住宅地域にはパテイオを持つ

建築物は少ない．

都心から北は高級住宅地域として知られてい

る特にカジェ 72 からカジェ 127 に至る山手

には謀級住宅や高級マンションが立ち並び，富

裕阿の居住する地城となっている これらの住

宅やマンションには道路沿いに外付けの庭（外

庭）を設けていることが多い（写真 3).

写真 3 . マンシ ョンの外付けの庭

道路沿いの庭園には，草花類や樹木の他にイ

ネ科やカヤツリグサ科などの植物が植栽されて

いる（写真 4). イネ科やカヤツリグサ科植物

が日本の民家庭園で植栽されることは極めて少

ない（道下ら， 2004. 2005, 2006). また民家

庭園には植栽問に白い石礫を敷きつめることが
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写真 4. マンションの外庭に植栽されたカミガ
ヤツリ（奥） とイネ科植物（手前）．

写真 5 . マンションの石礫を敷きつめた外庭．

ある（写真 5). これも日本で目にすることは

少ない．

ィネ科やカヤツリグサ科植物が日本の民家庭

園に用いられることは少ないが，有色稲を「田

んぽアート」 展に利用することは 1990 年代頃

から見られる．また有色ムギがフラワーアレン

ジに用いられ，その栽培も行われているしか

しカヤツリグサ科植物は一部の愛好家をのぞき，

民家の庭園に栽梢されることはほとんどない．

ポゴタのマンションや住宅の外庭にはイネ科や

カヤツリグサ科植物が植栽され．石礫を敷きつ

めた庭がよく見られる． それがポゴタで広く利

用される理由を探りたいと調査を行ったその

概要を報告する．

1. イスラム庭園

ポゴタの旧市街にある古い建築群のパテイオ

（中庭）と四分割された庭園はイスラム庭園の

様式である．イスラム庭園の源流はペルシャ式

庭園にあり．イスラム勢力の拡大に伴って東は

ィンドから西はスペインまで広がつていった

スペインのアルハンブラ宮殿やインドのタージ ・

マハル廟はイ スラム建築の粋を集めたものであ

る．その中心になるのがパテイオである（岩切；

2002, 烏居 ； 2009, 2010). 

イスラム庭園の発祥の地であるペルシャはイ

ランの旧称紀元前 5 世紀のペルシャは東の

パキスタンから西の トルコ，エジプトにいたる

広大な地域を治める帝国であった しか し紀元

前 4 世紀にアレキサンダー大王に滅ぽされ. 7 

世紀にはイスラム勢力. 13 世紀にモンゴル帝

国の征服を受け繁栄と滅亡を繰り返してきた．

その栄枯盛衰のなかで， ペルシャ文化は綿々と

受け継がれ．建築や絵画．手織物（絨毯）など

世界的な芸術作品を今に伝えている．

ペルシャ式庭園も過去から現在に受け継がれ

ている庭園様式である． 庭園は壁や塀で囲まれ

たバテイオ（中庭）にある．外界とは壁や塀で

遮り．その内部（パテイオ）に水，緑のある庭

園を造った． 庭園の特徴は水路を中心に四分割

された庭園である． スペインでは十字路庭園と

もいわれる． 四分割の庭園は古代ペルシャ人に

とって宇宙であり 神聖な宇宙の 4 大要素（水．

火，風， 地）である（烏居； 2009, 2010). 

庭園は．砂淡に囲まれ，砂漢とともに生きた

民にとって桃源郷である．砂淡は過酷な自然猿

坑であり ， そこで生活するうえで水は欠かせな

いまた水こそ命の源である．この過酷な自然

現税を避けるために建物は外に密閉．内に開放

された構造となっている． 庭の中心には泉（噴

水）があり．四分割の庭園に草花や木々が茂り
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人工のオアシスとなっている（神谷； 1989, 鳥

居； 2009, 2010). 

この様式をとどめている建築物がポゴタの旧

市街にある．旧市街の古い建築群は外壁を堅固

にし，開放口の少ない構造である．建物の内部

に入ると明るいパテイオにつながる．バテイオ

は明るい日の差す空間であり，四方にある部屋

への出入り口にもなっている．そのパテイオの

中心に噴水があり，四等分された庭園がつくら

れ，草花，樹木が植栽されている．パテイオは

外に閉鎖的，内に開放された構造になっている

ことが理解できる．

2. ポゴタの民家庭園

コロンビア・ポゴタの高級住宅地城では，道

路に面した一角に外付けの庭を設囮することが

多い．敷地の広いところでは内庭も設けられて

いるが，外部から見ることはできない．そこで

今回の調査は道路沿いの外庭だけとなる．調査

は 2014 年 6 月から 10 月にかけて逐次行った．

調査地域はカラカス通りの東側，カジェ 94

からカジェ 124 にいたる住宅地域である．調査

対象地域の全てを調査することは難しく，対象

地城の一部に限った調査となる．調査地域の建

物はポゴタの都心に比べて新しく，古い建築群

は見られない．ほぼ数十年単位の建築物が多く，

新築のマンションなども混在する．また同地域

には公的施設やオフィスビ）ばなどもあるが，調

査対象としてはごく少数である．

調査をした民家の外庭はほぽ数十平方メート

ルの規模である．庭は道路と建物の間につくら

れ，水平，ひな埴状になっているが．大部分は

道路と水平にある．これら庭には草本類や樹木，

生垣などが植栽されており，その植栽間に石礫

が敷きつめられ，また芝生が張られている．植

栽間に敷かれる資材の種類を調査したのが表 l

である．

表中には調査地点ごとの各資材の利用庭数を

示してある. 235 ヶ所を調査したなかで，芝生

のみを張った庭は 104 ヶ所 (44.2%) と最も多

表 1. 民家庭園の植栽間に使用される資材の種類と利用状況

調査地点 調査庭数 石礫 芝生 芝生＋石礫 石礫＋裸地 裸地 コンクリート

カジェ 94 16 4 8 1 1 2 

゜カジェ 95 23 6 10 1 1 4 1 

カジェ 96 14 5 5 1 

゜
3 

゜カジェ 97 17 5 4 3 

゜
5 

゜カジェ 98 10 3 2 1 2 2 

゜カジェ 100 26 3 10 6 

゜
5 2 

カレラ 19 10 3 6 

゜ ゜ ゜
1 

カレラ 21 12 2 7 1 

゜
2 

゜カレラ 22 19 6 10 

゜ ゜
2 1 

カジェ 118 15 3 6 2 3 

゜
1 

カジェ 122 20 3 14 1 1 1 

゜カジェ 124 21 4 , 3 

゜
4 1 

カレラ 23 32 10 13 5 2 1 1 

計 235 57 104 25 10 31 8 
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く，次いで石礫を敷きつめた庭が 57 ヶ所

(24.3%) であった．芝生と石礫を併用して敷

きつめた庭は 25 ヶ所 (10.6%), 一部だけ石礫

敷きとし残りを裸地にしたのが 10 ヶ所

(4.2%) であった．芝生，石礫のいずれも敷い

てない裸地の庭は 31 ヶ所 (13.2%). コンクリー

ト敷きが 8 ヶ所 (3.4%) あった．大部分の庭

は植栽間に何らかの資材が用いられている．ま

た石礫を単独，あるいは他資材と併用している

庭の数は 92 ヶ所 (39.1%) もあり， 4 割近くで

石礫が用いられている．

植栽間に敷きつめられる石礫は，庭の構成と

して重要な役割を果たしている．石礫は 5cm

内外の砕かれた自然石であり，磨かれたり，形

づくられたりすることはない．また丸い川石も

用いられているが多くはない．石礫は白から茶

褐色，黒褐色まであるが，茶褐色が一般的であ

る． しかし栽植間に白石を用いるのが色鮮やか

で，豪華に見えるが利用は少ない．手に入り難

いこと，高価なことなどが理由として挙げられ

る．

また外庭には樹木も植栽されるが，樹木なし

の庭も多い．外庭の樹木の植栽状況について調

査した結果を表 2 に示した．調査した 235 ヶ所

の庭のなかで樹木を植栽しているのは 111 ヶ所

(47.2%) と半分に満たない．樹木を植栽して

ない庭は 124 ヶ所 (52.3%) もあり，調査した

庭の半数以上は樹木のない庭であった．植栽さ

れている樹木は 3m以下が多く，数mの高木は

極めて少ない. 3m 以下の植栽樹が多いのは，

剪定や幼木によるものである．樹木は疎に植え

られることが多く，密になることは少ない．庭

の施工や管理は造園業者や雇人に委ねられてい

るようである．

表 2. 民家庭園の樹木の植栽状況．

調査地点 調査庭数

カジェ 94 16 

カジェ 95 23 

カジェ 96 14 

カジェ 97 17 

カジェ 98 10 

カジェ 100 26 

カレラ 19 10 

カレラ 21 12 

カレラ 22 19 

カジェ 118 15 

カジェ 122 20 

カジェ 124 21 

カレラ 23 32 

計 235 

1): 3m 以下の樹木が植栽

2) : 高低混：裔·低木の混栽

3): 3m 以上の樹木が植栽

3m>O 

34) 

3 

1 

4 

2 

6 

6 

7 

6 

4 

8 

5 

8 

63 

4) : 欄内の数字は庭数．垣根は除いた．

麻低混 2) 3m<31 備考（樹種など）

1 2 

3 4 ハイビスカス

1 6 

1 1 ヘゴヽ

2 3 ヤシ、ヘゴ類

3 1 ハイビスカス、シダ

2 I 

゜
1 ヤシ、ハイビスカス

1 I 

1 2 ハイビスカス

2 1 

1 

゜1 6 

19 29 
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3. 民家庭園の植栽植物

ボゴタの民家庭園には多くの草本類が植栽さ

れている． 外付け庭に植栽されている植物の種

類は表 3 に示すとおりである．調査地域の一部

に限定したものではあるが，おおむねの様子が

わかる． また表中に示した植栽植物は名前のわ

かるものだけであり，未知の植物については除

いてある． 栽植植物のすぺてが対象ではないの

で，実梢と幾分異なるかもしれない． しかし未

知の植物は栽植植物として少数であり，表中に

ある主要な既知植物の頻度に違いはない．

表 3. 民家庭園に植栽される植物の種類

と利用頻度（各種類／庭数 1 > XlOO) 

種 類 % 

ベゴニア 62.1 

マオラン 46.6 

カミガヤツリ 34.5 

シダ類 22.4 

ハイビスカス 17.2 

ノヽ,フ-—• 17.2 

アパガンサス 17.2 

ヤシ類 15.5 

ッツジ 15.5 

Pennisetum sp. 12.1 

Hiedra sp. 12.1 

カラ一 10.0 

アジサイ 8.6 

ヘゴ類 8.6 

ハボタン 5.2 

ハナキリン 3.4 

モンステラ 3.4 

シロガネヨシ 3.4 

シュロガヤツリ 1.7 

Thunbergia sp・ 1. 7 

竹 1.7 

サンセペリア 1.7 

1) : 58 

外庭に植栽される草本類樹木で最も多いの

はペゴニアである ． 調究庭の半数以上

(62. 1% ) で植栽されている．次いでマオラン

（写真 6) の 46.6% , カミガヤツリ（写真 7)

の 34.5% である ． またイネ科植物では

Pennisetum sp. (写真 8) の植栽が 12.1% と多

写真 6. マンションの外庭に植栽された
マオラン（奥）とペゴニア．

写J:t 7. 外庭に植栽されたカミガヤツリ
(Cyperus apyrus). 

写;A; 8. 石礫と芝生敷き庭のイネ科植物の
Pennisetum sp. 
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く，シロガネヨシ（パンパスグラス）（写真 9)

は 3.4% , 竹（写真 10) が 1.7% であったま

た熱帯植物ではハイビスカスの植栽が 17.2% と

多く ． ヤシ類 15.5% , ヘゴ類 8.6% が植栽され

写真 9. シロガネヨ シ（バンパスグラス）．

ていた．

ィ ネ科及びカヤツリ グサ科植物に限った調査

の結果を表 4 に示した．イネ科では Pennisetum

Sp. の植栽が多く， 235 ヶ所中 23 ヶ所 (9.8% )

で植栽されている ． シロガネ ヨシは 3 ヶ所

(1.3%), 竹類が 7 ヶ所 (3.0%) で植栽されて

いたまたカヤツリグサ科植物ではカミガヤツ

写只10. 庭に垣根として植えられた竹．

表 4. 民家庭園におけるイネ科及びカヤツリグサ科植物の植栽状況

濶査地点 調査庭数 ィネ科植物

P.spn シロガネ 2)

カジェ 94 16 1 2 

カ ジェ 95 23 1 

゜カジェ 96 14 

゜ ゜カジェ 97 17 

゜
00 

カジェ 98 10 1 

゜カジェ 100 26 2 

゜カレラ 19 10 3 

゜カレラ 21 12 3 

゜カレラ 22 19 1 

゜カジェ 118 15 3 

゜カジェ 122 20 4 

゜カ ジェ 124 21 1 

゜カレラ 23 32 3 

゜a~ 235 23 2 

l):Pcnnisetum sp. 
2):Cortaderia selloana シロガネヨシ（パンバスグラス）
3):Cypcrus papyrus カ ミガヤツ リ
4):Cyperus altemifolius シュロガヤツリ
5): Cypcrus sp. 

カヤツリグサ科

竹類 C.pa> C.a'1> C.sp.5> 

1 2 

゜ ゜゜
5 2 1 

1 6 

゜ ゜1 5 

゜ ゜1 4 1 

゜゜
7 1 

゜゜
2 

゜ ゜1 3 

゜ ゜゜
1 1 1 

1 4 1 

゜1 7 1 

゜゜
3 

゜ ゜゜
7 

゜ ゜7 56 7 2 
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リが 56 ヶ所 (23.8%) で植栽され，シュロガ な草丈の低いイネ科植物は石礫や芝生と一体的

ヤツリ (Ciperns alternifolius L.) (写真 11) が 7 に植栽され，草丈の翡いシロガネヨシは単独に

ヶ所 (3.0%) . カヤツリグサ科植物の一種が 2 植えられていた．

ヶ所にあった この結果は表 3 にある植栽植物

の種類調査とほぽ同じであった．

写真1 1. 外庭に植栽されたシュ ロガヤツ リ とペゴニア．

ポゴタの民家庭園にはイネ科やカヤツリグサ

科植物がよく見られる特にカミガヤツリは広

く植栽され．民家庭園の主要な構成植物となっ

ているまたシュロガヤツリも色鮮やかな草本

類との混植でコントラストのある植栽植物となっ

ている．カヤツリグサ科植物は水辺の植物であ

り，噴水など水のあるところで映えるものであ

る（写真 12). 水辺を廃した庭では新たな居場

所を確保しているまた Pennisetum sp. のよう

写真12. 人口池の周り にカヤツ リ グサの鉢植えを
配した庭．

おわりに

コロンビア ・ ポゴタの旧市街にはパテイオ

（中庭）を持つ古い建築群がある．パテイオに

は咽水を中心として四分割の庭園が設けられて

いるこの四分割の庭園はイスラム庭園の様式

であり，ペルシャ式庭園の影響を受けたもので

ある（神谷， 1989; 烏居 2009, 2010). 

ペルシャでは紀元前数百年前に壁や塀で囲わ

れた建築様式が登場するペルシャ（イラン）

は乾燥半乾燥の国であり．砂淡気候である．

和辻 (1979) は乾燥の生活が 「渇き」であると

いう．砂漠では自然の西威と戦いながら草や泉

を求めて放浪し．また他集団との戦いも強いら

れる．そのことから砂漠での生活は対抗的，戦

闘的にならざるを得ない．町は自然に対抗する

かたちに具現化したものだという ．

ペルシャの壁や塀で囲われた建築様式は，砂

漠半砂淡の国では必然的なものであろう ． 壁

や塀は外界の厳しい自然環境を避けることがで

きまた他集団から逃れることもできるその

中に泉を中心とした庭園がつくられ． オアシス

として過酷な自然を忘れさすものである． 庭園

は，砂淡に囲まれ．砂漢とともに生きた民にとっ

て桃源郷であった（神谷， 1989: 烏居 2009.

2010). 

ポゴタの旧市街にある古い建築群は，建物の

外壁で周囲を囲ぃ．内部に噴水を中心として十

字路のパテイオが設けられているバテイオは

静寂に包まれ．壁外の喧騒が内部まではほとん

ど届かない．まったくの異次元の世界である．

パテイオには明るい日が差しこみ．木々や草花

の緑が鮮やかである． 唄水から流れる水の音が
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暑さを忘れさせてしまう ． 砂淡の乾いた過酷な

自然はパテイオの中にはない．砂淡の民にとっ

てパテイオは地上の楽園であることがわかる．

ポゴタの都心から北の住宅地ではパテイオを持

つ建築物は少ない． 外付けの庭をもつ建物が多

い． 庭は小規校ながらも街路の屎観形成に役立

ち快適な空間を提供しているそれらの庭には

芝敷きも見られるが，石礫を敷きつめたのがあ

る． この石礫敷きは生活の報線ではなく ． 庭の

構成要素となっている．

日本でも石礫（砂利）を敷いた庭を目にする

ことがある．石礫は生活の導線や庭の構成とし

て敷かれる．また砂が敷かれることもある．砂

敷きの庭として龍安寺がよく知られている． 砂

敷きのなかに幾つかの石を散らばせた庭の構成

である． 加藤 (]989) は龍安寺の石庭に普遍的

な海を見出し，配骰されている岩を島と見立て

た． 島は見る位凶で変化し．広大な自然をいき

いきと表しているという ． ポゴタにある石礫敷

きの庭はどう見えるであろうか

ポゴタの石礫敷きの庭は，植栽植物や敷かれ

る没材と一体となって構成されている石礫は

植栽問のスペースを埋め，石礫の合問に植栽さ

れている．また石礫は曲線に敷きつめられるこ

ともある（写真 13). この石礫敷きの庭は砂漠

写真13. 石礫を曲線に敷きつめた外庭

を再現しているように見える植えられた植物

はオアシスとして見ることができる．曲線の石

敷きは砂模の砂の波紋として想像することもで

きる．

またポゴタの民家庭園は樹木の植栽割合が半

数以下である． 日本では小さな庭でも樹木を植

えるのが一般的であるが，ポゴタでは半分以上

が樹木なしの草本性植物だけの庭である． イギ

リスの地理学者ジェイ • アプルトンは風尿の美

的感槌は太古の行動メカニズムに由来するとい

ぃ．品田は樹木の配附が危機に陥ったときの身

の隠しどころを感じるほど安心感があるという

（篠田 1990) . 日本のような森の民は庭に樹木

を植えることで安心感を得，砂漢の民は見通し

のき＜草高の低い植物の植栽で安心感が得られ

るのであろう ． ポゴタの庭のように樹木を選択

することなく草本類だけを好んで植栽すること

は，砂淡の民の深府心理が働いているのかもし

れない．

日本の民家庭園でイネ科やカヤツリグサ科植

物が利用されることは極めて少ない．道下ら

(2004, 2005, 2006) は．紀伊半島南部や伊豆

半品長崎平戸 ・ 松補地区の民家庭園の調査を

行っている民家庭園に植栽される植物は数百

種にのぽるが，イネ科植物では竹類が多い． 力

ヤツリグサ科ではシュロガヤツリの植栽が見ら

れたが，植栽する民家庭園の割合は低い．濶査

した地域は古い日本庭園を今に伝え，江戸園芸

文化の影響を強く受け， 自生の観買価値の商い

種を取り入れた庭園が多かったという ． また食

用，薬用など観投以外の割合も極めて低いと報

告している．

観践イネ科やカヤツリグサ科植物は，花を観

牧する花き類や花木類に比べ色鮮やかさがなく ，

地味であり．草姿も見栄えがいいとはいえない．

それにもかかわらずコロンピアのポゴタでイネ
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科やカヤツリグサ科植物が植えられる背景は，

コロンビア人の元風景に因むものと思われる．

ポゴタに四分割の庭園様式を持ちこんだのは旧

宗主国のスペインである．スペインは長い期間

(8-15 世紀）イスラム勢力の支配下にあり，

イスラム文化の影孵を強く受けてきた．バテイ

オもイスラム建築の様式であり，四分割の庭園

様式もその一つである．それがイスラム勢力を

退けた後に新大陸に伝わったものである．それ

だけイスラム建築様式がスペインに深く根ざし

ていたことになる．

しかしイスラム建築様式はポゴタの旧市街地

を除いて見ることは少ない．特に都心から北に

ある新興住宅地ではパテイオを持つ建築物は少

ない．庭は建物の外側にあり，道路に面して造

られている．その庭は小規模ながらも一つの宇

宙をかたちづくつている．庭には植栽問に白い

石礫が敷きつめられ，イネ科やカヤツリグサ科

植物が植栽されている．石礫は歩道として敷き

つめられたものでなく，庭の構成として敷かれ

ている．また高木性の樹木類が少ないことなど

から，砂漢など乾燥地の景観が再現されている

ようにみえる．あるいは砂漠のオアシスの再現

かもしれない．

ポゴタでは植民当初にイスラム建築様式を導

入定着させ，その後乾燥地の呆観を都心から北

の新興住宅地に再現したように思える．
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